
　

礼拝開始（10時15分）10 分前には席に着き、祈りの時間を
持ちましょう。一致の祈りは大きな力です。

早天の窓

ディボーション登録ディボーション登録
右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。

右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。
※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。

今後の予定今後の予定-誕生者の方、おめでとうございます。新しい1年も祝福されますようにお祈り致します

日 月 火 水 木 金 土

建てて名をあげようと塔の建築を始めたが，人の高慢を見られ
た神の介入によって人々は散らされた。また、異なる言語を与
えたので相互理解が妨げられた）に言葉は増殖しました。
しかし、元々言葉は一つでした。「さて、全治は一つの話ことば、
一つの共通のことばであった。」（創世記 11:1）とあります。
すべての世を照らす真の光が世に来ようとしているこの時に、
一つのことばが永遠に変わらない光に変わり増殖したのです。
ことばは散らされたが、暗闇の中で語られたことばが光によっ
てもう一度集められるという表現がこの中にあるのです。「こ
とばは神とともにあった。」から始まるヨハネ 1:1~12 はその
ままマルコ４章だと言えます。聖書は人々が選ばないナザレの
ほとりのガリラヤ湖に、もう一度ことばを求め尊んで集まる人
たちにだけ語られました。
人間は祈ることができます。だからこそ何か物事の判断をする
ときに私たちは神様のことば（御言葉）を感じて祈らなければ
いけないのです。

　【そしてイエスは言われた。「聞く耳のある者は聞きなさい。」
さて、イエスだけになったとき、いつもつき従っている人たち
が、十二弟子とともに、これらのたとえのことを尋ねた。そこで、
イエスは言われた。「あなたがたには、神の国の奥義が知らさ
れているが、ほかの人たちには、すべてがたとえで言われるの
です。」（4:9~11）】
奥義とはミステリー、ミュステーリオン、秘められた，また隠
されたものを意味する語です。
私たちの多くの物事には奥義があるのですが感じることができ
ません。しかし神様は私たちに奥義を隠してはいません。みこ
とばがあなたの心に奥義を教えてくれるのです。弟子たちが、
「なぜたとえ話で話されているのか意味がわかりません。」と聞
いたように、私たちがわからないのなら、わかるようにしてく
ださいと祈りましょう。（4:9）たとえを通して私たちは悟るこ
とができるのです。ですから感じなければいけないのです。楽
しい、嬉しいという感覚だけに耳を向けていないでしょうか。
聖書は快楽で得られる楽しいという世の実ではなく、苦難の中
に蒔かれた時に、神の実である喜びを味わうのだと教えてくれ
ています。聖書があなたに与えるのは本当の喜びなのです。そ
の喜びを知った人は苦難の中でも喜ぶことができるのです。

池田優香

来週の奉仕者
（１２月１８日）

今週は…伝道者の書2：1～伝道者の書5：20

　～リビングライフより～

「神様を見上げる」「神様を見上げる」

（ ２０２２年１２月４日 ） 

（要約者：西嵜 真由美）

先週の水曜日に『弱っている者に心を配る人は 主の祝福を味わいます 
( 詩篇 41:1～13)』と、語られました。
「人間は考える葦である」という言葉を聞いたことがありますか？これ
は、フランスの有名な哲学者・パスカルの言葉です。 葦というのは水辺
に育つ、弱く細い草のような植物のことで、パスカルは著書の中で「人
間は自然の中では葦のように弱い存在である。しかし、人間は頭を使っ
て考えることができる。考える事こそ人間に与えられた偉大な力である」
と述べています。
たしかに、人間には考える能力…知恵が与えられています。今回の箇所
で、知恵の力を知っていた伝道者は、それを得るために労苦し、力を尽
くしました。しかし、知恵を得るためのすべての探求も、結局は手から
風が抜けるように「空しいこと」だったと回想します。
知恵は明らかに人生に有益なものですが、全能ではありません。知恵が
深く広くなるほど、人生の矛盾と不条理に気づくため、悩みも多くなる
のです（18節）。しかし、真の知恵は、神を恐れることから始まります（箴 
9:10）。神は、熱心に求める者に惜しみなく知恵を与えてくださいます（ヤ
コ 1:5）。何よりも大切なことは、神さまの偉大さを知り、主をおそれ
て知恵を求めることです。神さまを排除した、自己中心な知恵は、高慢
と偶像になってしまいます。先週のメッセージで、種蒔きの話がされま
した。主と共に神さまのいただいた愛の種を蒔き、美しい実を結ばせて
くださいと、祈りましょう。

牧 一穂 牧師
日名 洋
全本 みどり
泉水 浩
a神達 良子
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　今の社会の子どもたちに、わからないことをわかりやすく映
像を使って授業をしても、話を聞いていながら「わからない」
と口癖のように言います。問題定義について映像を見せても、
自分に始めから問題がないと思い理解しようとしないので悟る
こともできません。
日本は文学の国と言われてきました。人は一つの言葉を大事な
いのちの言葉として、よく考えて相手に語りました。昔からあ
る多くの書物の言葉は非常に深く、そしてそこには多くの “奥
義” が隠されていました。新約聖書の中でイエス様はたとえ話
を用いて奥義として明かしているのです。ではなぜ、たとえで
話しをしたのでしょうか？
イエス様は一人一人の名前に、また言葉には意味があると伝え
ました。しかし多くの人は理解できなかったのです。そして人々
がメシヤとしての存在を否定したので、イエス様は計画の中で
奥義を言葉ではなく、たとえで使われるようになりました。
今の社会は環境、言葉が時に人を傷つける道具になり人を悟れ
なくさせてしまいました。神様は、もう一度言葉の回復をしよ
うとしているのです。

　【イエスはまた湖のほとりで教え始められた。おびただしい
数の群衆がみもとに集まった。それでイエスは湖の上の舟に乗
り、そこに腰をおろされ、群衆はみな岸べの陸地にいた。】
（4:1）湖のほとりということばは「湖、海」ヘブル語ではヤーム。
神様は創生の時代に、堕落が人間の中に起こることを理解して
いました。イエス様キリストはガリラヤ湖のほとりでただ人を
集めたのではなく、尊んでそこを選んでいったのです。そして
神様はガリラヤ湖で天地万物の地形を見せながら人を集め多く
のたとえを話しました。そして人々は現実と、天地万物の環境
で奥義を感じたのです。
【ゼブルンは海辺に住み（尊ぶ、あがめられて住む）、そこは船
の着く岸辺。その背中はシドンにまで至る。】（創 49:13）イエ
スキリストはガリラヤ湖のほとりで羊飼いのいない羊たちを見
てかわいそうに思って彼らに必要とされて牧会をし、尊ばれま
した。神様を喜んで求めて来る人には、イエス様はたとえを用
いて奥義が語られるのです。それは神の御心が語れるというこ
とです。そして、その人達も神に喜ばれ、尊ばれるのです。

　御心には“積極的御心（積極的に主がそうしたいという御心）”
と “消極的御心（主の願いではないが主が愛によって受け入れ
ようとするもの）” があり神様は創世記においてアダムが失敗
することを知っていながら人間に選ぶという自由意志を与えま
した。ですから神のことばを聞いて “わからない” を選ぶのは
私たちなのです。
しかし、現実を目にしてわからないと動物のように放っておく
ことも簡単ですが、私たちはそこから神の奥義を感じ選ぶこと
ができるのです。

　【種蒔く人は、みことばを蒔くのです。(4:14)】
種とは神の「みことば」です。種（ゼラ）とは種類に従って増える、
繁栄するという意味があります。【神は仰せられた。「地が植物、
すなわち種を生じる草やその中に種がある実を結ぶ果樹を、種
類にしたがって、地の上に芽生えさせよ。」そのようになった。
（創1:11）】
主の計画によりバベルの日（バベルの人々は頂が天に届く塔を
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たとえで語られるイエス様

みことばを蒔く方は神

神の御心とは

神の国の奥義

「ことば」に隠された奥義

16:30~ASE

16:30~ASE

16:30~ASE

さいごに14 日   田城一愛
             岡本克子
17 日   大岡香奈
             岡本恵美子
             

７日   三村隆人  
 8 日   金森清子
 9 日   草井琴乃
              
             

25 日    山本まさき
26 日    山本洋子
31 日    日名陽子
              

               
　　　 

3 日   西嵜結愛
4日   平澤愛美
           平澤義美
6日   李宰昇
           

           
    
       　

             
18 日   新開陽
20 日   西嵜秀子
22 日   新開未沙子
            

早天祈祷会6：00~
20：00~県北祈祷会

西嵜秀子新開陽 森田毅

山本まさき

小根久保ゆう太

山本洋子

岡本克子

新開未沙子

牧結果子 西嵜一喜 古谷裕美 日名薫

 大岡香奈 岡本恵美子

日名陽子 

信仰は聞くことから始まります。自分の中で何が起き、大
事な時間を感じないまま、ただ時間だけが過ぎ去っていな
いでしょうか。自分はどうするべきか、どうあるべきなの
か聞いていきたいのです。すべての人を照らすまことの光
が世に来ようとしていたのに民は受け入れませんでした。
（ヨハネ 1:9~11）まさしく今、私たちがしていることかも
しれません。神様はあなたにたくさんの言葉を伝えようと
多くの「ことば」を語られています。問題が起きてから言
葉を聞く人生ではなくガリラヤ湖に集まった人々のように
尊んで選んでいきたいのです。神様はあなたに何を語って
いますか？そしてこの奥義を見つけた人だけがその真理を
知ることができます。今あなたがもし神様に聴きたいと願
い、立ち上がって祈り求めるならあなたは聴くことができ
ます。

：

今年は、夏頃に職場でコロナのクラスターが出たりと慌ただしかっ
た年でした。
濃厚接触者になる人が増え、私も外出やイベントの参加を控えるよ
うになりました。教会にもしばらく行くことが出来ませんでしたが、
礼拝はリモートで参加出来るのであまり不安には思っていませんで
した。
けれど、忙しい日々の中、ただ仕事をこなすだけになっていたり、
他の人を悪く言う言葉を聞いて心が沈みやすくなったりと周りの状
況や人に影響されやすくなっている自分に気付かされました。
そんな風に自分が弱くなっている時、神様は私にただ祈りなさいと
言われているように感じます。

『朝にあなたの恵みを聞かせてください。
私はあなたに信頼していますから。
私に行くべき道を知らせてください。
私のたましいはあなたを仰いでいますから』（詩編143：8）

「主に信頼する」というのは、私のここ数年の共通したテーマでも
あります。周りの状況や人を見るのではなく、神様を見上げてこれ
からも歩んでいきたいです。
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「神様の計画 ～御言葉の種～」
マルコ4:1~20

19：30~ﾌﾟﾚｲﾔｰﾐｰﾃｨﾝｸﾞ

誕生者のお祝い

じょいふるキッズ15：00~

ユース礼拝17：00~
サンデーキッズﾞ15：00~

クリスマス礼拝 カウントダウン

お菓子の家づくり

餅つもたれつ

元旦礼拝

ユース礼拝17：00~
サンデーキッズﾞ15：00~ クリスマスマルクト

じょいふるキッズ15：00~


